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人事評価・給与への反映を一方的に公表
当局は民主的な労使交渉ルールを遵守し、今後は誠実に交渉協議を行うべき

これまでの労使関係をないがしろにしたやり方に対して、県労連三役が抗議の申入れ
　当局は5月18日、突如「職員提案（前半部）のお知らせ」と題した文書を、グループウエアの全庁掲示板に掲載しました。

その内容は、「職員提案制度と業務改善提案制度を一元化」するというものですが、問題は「いい提案」は「知事表彰」し、「知事表彰の結果は、勤勉手当に反映される。」ということです。

人事評価・給与への反映は労使交渉・協議事項

人事評価システムの内容やその改定については、これまで労使交渉団体である県労連と当局との間で交渉・協議を行い、確認してきた事項です。

それは、職員の賃金や労働条件にかかわる重要な事項だからです。

今回の「職員提案（前半部）のお知らせ」は、県労連との交渉・協議を一切経ずに、一方的に出されたものです。
県労連５組合委員長が抗議
県労連５組合委員長は5月19日、労務担当局長（労使交渉における知事の代理）と面会し、冒頭、芹沢議長から次の2点を申し入れました。
○　昨日、職員提案（前半分）のお知らせがグループウェアに掲載された。勤勉手当は労使で努力し合って反映してきた。変更するなら、事前に話があり誠実に話し合っていくものである。しかし、時間のないまま情報がオープンになってしまった。従来の人事評価や勤勉手当の反映に関する交渉を逸脱しているものである。
○　「知事表彰の結果がどのように勤勉手当に反映されていくのかなど説明されていない。」
続いて、各副議長から、「今までの労使関係を無視したやり方である。改めてほしい。」「このような（交渉経過を無視した）事例を受け入れると、今後も同じように扱われる。どのように考えているのか」「県労連に話がなかったのは、スピードとインセンティブが優先されてプロセスが無視されているからではないか。」「今回のことはイレギュラーなのか。」「人事評価制度の【実績の評価項目】の解釈に知事表彰などない。どのように反映させていくのか。」など、今回の取り扱いを中心に追求しました。
これに対し、局長は「今まで話し合いをしてきた枠組みのなかで対応していくことが基本である」「具体的な反映の仕方は改めてしかるべき時期に申し上げたい」「今回のやり方について県労連から、申し入れがあったが、受止めさせていただく」と回答しました。
県労連は、「労使で協議する事項にもかかわらず、このような対応は極めて遺憾である。今後の取り扱いは、現行の枠組みを基本に協議していくべきである」として、今後の対応を確認しました。
「結果の重視」＝「プロセスの軽視」は誤り
　そもそもなぜこの時期に、慌てて人事評価制度を変えなければいけないのか、それもこの間の労使交渉ルールを無視してまでやらなければならないのか、その必要性は全く理解できません。

「人事評価を見直す」、「プロセスよりも結果重視」、「圧倒的スピード感」という知事の考え方を「曲解」した一部幹部による暴走かもしれません。

　確かに現在の県庁は、「県民のためにどう役に立ったか」という「結果」ではなく、内部管理事務など、県民サービスとは無縁の「プロセス」が重視されています。ムダな「プロセス」を見直し、効率化することは大変重要なことです。

しかし、仕事の質を向上させるために現場段階から議論を積み重ねること、関係する県民や市町村・団体との意見調整を重ねることなどは、必要不可欠な民主的な「プロセス」です。

　「プロセス＝不必要」という短絡的な思考では、県民本位の質の高い行政サービスは提供できません。

　いずれにせよ、人事評価の見直しが必要というのであれば、組合と交渉・協議を行い、職員の納得と理解を得たうえで見直しを行うべきです。
労使交渉を経ない一方的見直しは民主主義の否定です
また、職員の賃金・労働条件を、組合との交渉・協議もなく、当局が一方的に決めるということは、戦前の全体主義下での「役人体質」そのものであり、これが「プロセスよりも結果重視」ということであるならば、労働基本権を定めた憲法を遵守すべき公務員としてあるまじき態度です。
　民主的な手続きを経ない「効率化」は「独裁」であり、大変危険な手法です。

　当局は、長年築き上げてきた労使関係を守る気があるなら、「次はない」ことを肝に銘じるべきです。

☆☆☆組合員の投稿編☆☆☆

「知事との野球観戦＆懇親会」
タイトル
６月４日　知事との野球観戦＆懇親会の参加者に庁内メールを送信しました
本文
本企画にお申込みいただき、ありがとうございます。
野球観戦、懇親会にお申込みいただいた方々に、チケットの受渡し等についてのメールを、庁内メールで送信しましたので、内容をご確認ください。
【問い合わせ先】
知事室政策推進グループ
　グループウエアの全庁掲示板に、上記が掲載されていました。
　グループウエアに掲載されるということは、この知事との野球観戦は「業務」なんですよね。時間外手当は支給されるのでしょうか？
また、5月1日の募集のお知らせには「通常４，１００円の内野席Ａが２，０００円になります。」とありました。懇親会も会費の記載がありませんでしたが、チケットの差額や懇親会の費用は、公費が支出されるのでしょうか？
　知事室の回答をお聞きしたいと思います。
もし、「業務でない」ということであれば、どうすれば「私用」でも全庁掲示板に掲載することができるのかも教えてください。
私も私用で利用したいと思いますので。
～グループ保険加入の皆さんへ～

グループ保険配当金
6月23日に振込み予定です
◎振込口座を登録されていない方は、至急組合まで連絡を！
組合員の皆さんにお願い！
氏名、住所が変更になった場合は、手続きが必要になりますので、組合事務所までご連絡ください。

よろしくお願いします！
自治労県職労

組合員アンケート実施中！
☆ご協力をお願いします☆
「戦争をさせない全国署名」

にご協力を！

＜要請項目＞

１．「集団的自衛権」行使容認の閣議決定を撤回してください。

２．海外での武力行使は行わず、平和憲法に基づく外交と紛争解決を進めることを明らかにしてください。

３．戦争参加を可能にする、いかなる立法や条約・協定の締結も行わないでください。

署名集約中！

組合事務所に提出してください。


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































